
‘媛育71号’の特性
精玄 収量 千粒 整粒 玄米
米重 比 重 歩合 ﾀﾝﾊﾟｸ

月/日 月/日 ㎝ ㎝ 本/㎡ 0-5 ㎏/a ％ ｇ ％ ％

媛育71号 8/27 10/12 78 21.4 286 0.0 55.6 113 22.9 71.5 7.3 4.4 1.5

ヒノヒカリ 8/25 10/6 81 20.0 321 0.0 49.3 100 22.4 70.9 7.6 5.0 1.6

※H15～20年は、生産力検定試験、H21年は奨決（予備調査）、H22～26年は奨決（本調査）の成績
※外観品質は上上（１）～下下（９）の９段階評価
※定植日：６月15日頃

検査
等級

品種名
品質倒伏穂数稈長成熟期出穂期 穂長

水稲多収新品種‘媛育 71号’ 

     品種登録出願番号第 30056号（平成 27年３月 30日出願)  

○‘媛育 50号（愛のゆめ）’と‘関東 202号’の交配から育成 

○玄米タンパク質含有率が低い 

○‘ヒノヒカリ’より出穂・成熟期はやや遅い 

○収量は‘ヒノヒカリ’より極多収 

○酒造適性が高く、酒米としての利用が可能 

○耐倒伏性は‘ヒノヒカリ’並み 

○多収性専用品種の愛媛県特認品種に認定（平成 26年 10月） 

〇令和３年は 115haで栽培 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

媛育 71号の草姿      媛育 71号の籾と玄米 
              （左：‘ヒノヒカリ’右：媛育 71号） 

 


